
 

 

この度多賀工業会様のご

支援の下、2025 年 12 月 7

日～10 日に開催された

IEEM2025 (Industrial 

Engineering and 

Engineering Management)

に参加し、口頭での研究発表を行いました。発表

した研究のタイトルは「Development and 

Usability Evaluation of an AR-Based Assembly 

Support System」です。 

この研究は製造業における組み立て作業に焦点

を当てたものです。現時点で組み立て作業は、完

全な自動化が難しい作業であり、手作業での組み

立てが発生します。しかし人による作業は、疲労

や習熟度等の影響によって精度や効率が大きく変

わります。本研究ではそのような要因のうち、作

業説明書に着目しました。従来の作業説明書は二

次元ベース（紙）が多く、記載できる情報量に限

界があり、それによる効率や精度の低下が問題視

されていました。この問題に対し、本研究では

AR(Augmented Reality)という技術を用いて解決

を試みました。AR とは現実世界に仮想物体を表

示する技術のことで、ゲームや医療、教育など多

くの分野で活用されている技術です。 

本研究では、3D モデルを表示する起点となる

マーカーを現実の組み立て対象物としました。そ

して組み立て対象物の回転情報や座標情報を取得

し、3D モデルに反映することで視覚的にわかり

やすく組み立てを理解できるシステムを開発しま

した（組み立て対象物と 3D モデルの動きや回転

が同期）。このシステムの利点はその分かりやす

さに加え、導入コストが低いことも挙げられま

す。すでに市場にあるシステムは、作業者一人に

対し少なくとも十数万かかるのに対し、本システ

ムは２～３万円程度となっています。 

そして、本システムをユーザー実験等の評価実

験で評価したものも含めて本研究の全体像となっ

ています。以下に本システムと、ユーザー実験の

様子を図示します（図 1、２、３）。 
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図 1 アプリの UI１ 図 2 アプリの UI２ 

図 3 組み立て実験の様子 



 

続いて参加した学会の様子を報告いたします。

今年度の IEEM2025 はオーストラリアのメルボ

ルンにある Melbourne Convention and Exhibition 

Centre (MCEC)にて開催されました（図９）。私

の発表は 12/8 の 11:15AM~1:00PM の

Manufacturing System 1 のセクションで、最後の

7 番目でした（図７、セッション座長は原口春海

准教授）。発表時間 13 分、質疑 2 分の計 15 分で

発表を行いました。私のセクションではドイツや

アメリカ、中国、台湾など多様な地域からの発表

者がおり、彼らの様々な分野におけるシステムの

発表を通して、自身の知見を増やすことができま

した。また、英語での発表方法やテクニックなど

についても学ぶべき部分が多くみられ、有意義な

ものとなりました。 

私の発表では 15~20 人程度の聴講者がおり、

その中で発表を行いました。発表の様子を図 4、

図 5 に示します。 

事前に想定していた発表時間よりも長く設定さ

れたので、補足事項を追加するなどして、ほとん

ど時間通りに発表することができました。質疑の

時間では、同じセクションで発表していた中国の

方から「画面内において、現実の組み立て対象物

と表示した３D モデルを重ねて表示しない理由」

を尋ねられました。これに対し、「これらを重ね

た場合、組み立て対象物が AR マーカーとして認

識され、3D モデルを表示しているかがわからな

い」という旨を返答しました。 

また発表後に、聴講していた二名からお声がけ

いただきました。その二人からは「AR や VR の

技術を導入する際に使われるヘッドセットではな

く、タブレットを使用しており多くの中小企業に

ついて導入難易度が低い点」「システムのわかり

やすさや将来性」について評価いただきました。 

翌日の 9 日は研究室の同期の発表があったの

で、そのセクションを聴講しました。このセクシ

ョンは私のセクションと違い、システムの開発評

価というよりはアルゴリズムの提案という側面が

強く、取り扱っている課題など新たな知見を得る

ことができました。 

以上で私の IEEM2025 の実績報告となりま

す。多賀工業会様のご支援のおかげで、無事発表

を終えることができました。心より御礼申し上げ

ます。以下に参考資料を添付します。 

図 4 発表の様子１ 

図 5 発表の様子２ 



 

 

図 6  IEEM2025のパネルと撮影 

図 8 会場の案内 

図 9 会場の外観 

図 7 当日の発表順 


